ＬＯＭ内褒賞大綱（案）
１．＜目　的＞

　LOM内褒賞の基準を定めることにより、公益社団法人山形青年会議所の活動を活性化するとともに、個人の人間力向上を図り、LOM全体の資質向上を目的とする。また、JC活動に顕著な功績のあった外部団体や個人を褒賞し、感謝をすると共に今後の活動の更なる理解と協力を得られるような関係を構築する。

２．＜褒賞審議委員の選出＞

　LOM内褒賞審議委員は、理事会の承認を得て次の者を基本構成メンバーとする。

・理事長・副理事長･専務理事・常任理事・監事　その他必要と思われる者
３．＜褒賞審議委員会委員長の選出＞
　LOM内褒賞審議委員会委員長は、理事会の承認を得て選ばれたメンバーの中から理事会が指名し決定することとする。

４．＜褒賞審議委員会の設立＞

　LOM内褒賞審議委員会は、毎年１月理事会終了後に褒賞審議委員会委員長が開催日を委員と協議の下決定する

５．＜褒賞審議委員会の開催と役割＞

　褒賞審議委員会は、毎年褒賞審議委員会設立から１０月（通年・随時）に開催し、当年度の褒賞基準の確認と追加基準の決定を行うとともに、当年度の褒賞授与委員会と個人の部、外部協力団体・個人の各種表彰を決める。
６．＜褒賞対象報告＞

　褒賞審議委員会は褒賞審議委員会で検討した結果を意見書として理事会に提出する。

７．＜褒賞審査＞

褒賞審議委員会は、委員会及び個人及び外部協力団体・個人の褒賞において、下記の褒賞基準を審査の基準とし、公正平等に審査を行うものとする。

８．＜褒賞審査基準＞

　◇委員会の部は、褒賞審議委員会がこの基準を参考に検討し、褒賞審議委員会が認めた委員会を対象とする。

1 委員会の事業目的は、「創立５０周年提言：Ｔｈｅ　Mｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」基本概念を積極的に反映している。

2 委員会の事業は、市民に喜ばれる事業である。
3 委員会の事業は、市民の為になる事業となっている。

4 委員会の事業は、市民や行政、ＮＰＯ等の連携を考慮してある。

5 委員会の事業は、環境に配慮している。

6 委員会の事業は委員会、グループ、事務局等との連携が取れている。

7 委員会の事業は、メンバーの人間力の向上に寄与している。

8 委員会の事業は、委員会全員が参加し、役割が明確である。

9 本会議所の拡大発展に著しく功績がある。

10 最低月一回委員会が開催されている。

11 委員会報告書が定期的に提出されている。
◇個人の部は、褒賞審議委員会がこの基準を参考に検討し、褒賞審議委員会が認めた者を対象とする。

1 個人の部褒賞対象者は入会２年以上の者で、年会費の納入が２月末日までに行われていること。但し最優秀新人賞は入会１年以上２年目の者を対象とする。

2 定時総会及び例会への出席が１００％である。

3 所属定例委員会の出席が１００％である。

4 各種大会・対象事業への参加が積極的である。
5 所属委員会以外の事業への参加が積極的である。

6 花火の協賛金集めにおいて顕著な活躍があった。

7 新入会員の紹介を行っている。
8 ＪＣＣＳへの登録をしている。

9 ＬＯＭの代表として出向し、顕著な活躍のあった者。

10 担当副理事長、担当常任理事の推薦があること。

11 上記以外に褒賞審議委員会が認めた者を対象とする。

◇外部団体・個人の部

1 JC活動に賛同し、活動に対し顕著な功績のあった外部協力団体及び個人を対象とする。

９．＜褒賞申請手順＞

　褒賞申請については、所定の申請用紙を用い各部門ごとに以下の要領で申請するものとする。

　委員会の部門申請は、担当副理事長、担当常任理事の推薦によるものとする。

　個人の部申請は、担当副理事長、担当常任理事、委員長各自からの推薦によるものとする。

　外部協力団体・個人の申請は、各委員長より推薦するものとする。

　上記の申請手順に則って申請されないものは、これを対象と認めない。

１０．褒賞数は下記の褒賞を基準とし、それ以外に褒賞審議委員会の協議において別枠設定できるものとする。

＜委員会の部＞

　　最優秀委員会賞　　　　　　　　　　　１　　優秀委員会賞　　　　　　　　　　１

　　最優秀事業賞　　　　　　　　　　　　１　　チームワーク賞　　　　　　　　　１　

　　その他

＜個人の部＞

　　最優秀会員賞（Ｂｅｓｔ　ｏｆ　Ｂｅｓｔ）　１　　理事長賞　　　　　　　　　１

　　優秀会員賞　　　　　　　　　　　若干名　　　　　パーフェクト賞　　　　該当者
　　最優秀新人賞　　　　　　　　　　　　１　　　　　優秀新人賞　　　　　　若干名
　　　　　　　　　　　　　　

　　その他

＜外部の部＞

　　最優秀協力賞　　　　　　　　　　　　該当者
　　その他

１１．＜褒賞決定＞

　褒賞は、褒賞審議委員会の意見書を基に、理事会の決定によって授与されるものとする。

１２．＜大綱の改訂＞

　大綱の改訂は、必要に応じ担当委員会の上程の下、適時行うことができるものとする。

２００２年１１月３０日制定

２００７年１月５日改定

２００７年１１月３０日改定

２００８年１２月１６日改定

２０１０年１月６日改定

２０１２年１月４日改定

２０１２年１２月３日改定
